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Eine Skizze des Streites um die Auslegung der »Respublica Hebraeorum« in der Frühneuzeitlichen reformierten Kirche

　初期近世における国家と教会の関係づけにつき、当時の
論者たちは聖書中の「ヘブライ人の共和国」をどのように
解釈し、自身の見解を補強したのか。本稿は、改革派教会
に属した論者たちに焦点を絞り、この問いへの回答を試み
る。本稿は就中、トマス・エラストゥス（1524- 1583）と
カルヴァンの後継者であるテオドール・ベーザ（1519-

1605）の間に交わされた論争に注目し、両者の「ヘブライ
人の共和国」における対宗教権限の帰属先に関する解釈の
相違を検討する。
　「ヘブライ人の共和国」に関する先行研究として、L・C・
ボラレヴィの « Per una storia della Respublica Hebraeorum 

come modello politico »（2002）とE・ネルソンの The Hebrew 

Republic（2010）が挙げられる。前者は共和主義の機運が
高まるなかで、「ヘブライ人の共和国」を国制上の模範と
看做す潮流が生じたことを、史的裏付けを以て論じてい
る。しかし、ネルソンや本稿が示すように、「ヘブライ人
の共和国」は、共和主義の隆盛とは別の文脈、即ち、国家
と教会の関係をめぐる論争においても、論証の武器として
機能した。
　ネルソンは、エラストゥスの Explicatio Gravissimae 

Quaestionisを起点に、「ヘブライ人の共和国」が国家・教
会関係の模範と看做されたことを論じている。しかしネル
ソンは、エラストゥスの関与した論争を詳らかに検討して
おらず、それ故に、エラストゥスとベーザの間で如何なる
聖書章句が解釈の争点であったのかは明らかにされていな
い。他方で本稿は、Explicatio Gravissimæ Quaestionisに対
する反駁書であるベーザの Tractatus Pius et Moderatusと同
書に対するエラストゥスの再反論書 Confirmatioを検討す
ることで、エラストゥスの著作を具体的な論争に則して検
討し、両者の間で如何なる聖書解釈の相違が認められるの
かを明らかにする。
　エラストゥスの Explicatio Gravissimae Quaestionisは、破
門が神の法に基づくのか、人の手になる発明であるのか、
を論じるものである。冒頭部の諸命題において破門を礼典
の行使と参与からの排除と定義した上で、エラストゥスは

破門の根拠を聖書に見出し得るかを検討する。エラストゥ
スによれば、聖書中に破門の根拠たる章句は見出し得な
い。さらにエラストゥスは、「ヘブライ人の共和国」にお
いて対宗教権限がモーセやヨシュア、ダビデら為政者に帰
されていた、という聖書解釈に立つ。
　以上のエラストゥスの議論は、ベーザの Tractatus Pius et 

Moderatusにおいて批判される。エラストゥスと同様に、
ベーザは「ヘブライ人の共和国」を聖俗の関係を画定する
ための権威と看做す。しかしベーザの解釈は、エラストゥ
スのそれとは大きく異なる。即ちベーザは、霊的事項が世
俗的事項から常に区別されており、霊的事項の管轄権はア
ロン以来、祭司の手に委ねられてきたと主張する。加えて
ベーザは、モーセとヨシュアの支配時代に始まり、士師時
代、王国時代に至るまで、「ヘブライ人の共和国」が為政
者と祭司の二頭（biceps）の統治下にあった、という解釈
を示す。
　第3章で扱われる Confirmatioは、Explicatio Gravissimae 

Quaestionisの議論を敷衍しつつ、ベーザからの批判に応答
している。即ちエラストゥスは、「ヘブライ人の共和国」に
おける対宗教権限の帰属先をめぐる Explicatio Gravissimae 

Quaestionis以来の問題に対し、より詳細な聖書引用を通じ
て回答を試みる一方で、ベーザが提示した「ヘブライ人の
共和国」における二頭統治を批判するべく、一種の為政者
論を提示している。その際エラストゥスは、ベルンで活躍
した神学者ヴォルフガング・ムスクールス（1497- 1563）
が示した、ひとつの身体にひとつの頭が存在するように、
ひとつの共同体には一人の統治者が存在するのみである、
という理論を「ヘブライ人の共和国」解釈にも援用する。
その帰結として、「ヘブライ人の共和国」は常に唯一の世
俗為政者によって統治され、聖的事項もまた世俗為政者の
管轄に含まれる、という解釈が示される。
　以上のように、エラストゥスとベーザは、ともに「ヘブ
ライ人の共和国」を権威とするが、その解釈は大きく異な
る。聖書解釈の比較の観点から、17世紀以降の「ヘブライ
人の共和国」論の分析を進めることが今後の課題である。
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東京大学ドイツ・ヨーロッパ研究センター
『ヨーロッパ研究（European Studies）』論文・研究ノート募集

　東京大学大学院総合文化研究科附属グローバル地域研究機構ドイツ・ヨーロッパ研究センターの研究紀要『ヨーロッパ研
究（European studies）』（電子ジャーナル）の2018年12月刊行予定号に掲載する電子ジャーナル論文および研究ノートを以下
の要領で募集します。

『ヨーロッパ研究（電子ジャーナル）』募集要領

 1 ．執筆資格
　　 1 ）東京大学大学院に籍を置く学生ならびに教員。
　　 2 ）その他、ドイツ・ヨーロッパ研究センター執行委員会が適当と認めた者。

 2 ．投稿論文・研究ノートの提出
　　 1 ） 投稿希望者は2018年7月27日（金）15時までに journal@desk.c.u-tokyo.ac.jp宛にデータを送付

すること。その際に、必ず添付した送付ファイルの形式を明記すること。また、同日までに
a 4用紙に印字した本体、表紙、要旨を各3部、ドイツ・ヨーロッパ研究センター事務室まで
郵送提出すること。（同日消印有効）

　　 2 ）�7月30日（月）夕方までに受領確認のメールが届かない場合には、ドイツ・ヨーロッパ研究
センター事務室まで問い合わせること。

　　 3 ）�匿名査読のため、論文・研究ノートの表紙は本体とは別にし、論文題目（日本語と英語の題
目は必須、ドイツ語、フランス語で本文もしくは要旨が書かれている場合には該当言語でも
明記すること）、氏名、所属、指導教員名（学生の場合）、住所、電話番号、メール・アドレ
ス、欧文（日本文）校閲者、文字数（脚注、文末脚注、図表およびスペースを含める）を明
記すること。論文本体には、以上のうち論文題目のみを記載すること。

　　 4 ）�論文（研究ノート）には必ず要旨を付ける。要旨は論文（研究ノート）本体が日本語の場合
には英語、ドイツ語、フランス語のいずれかの言語で、論文（研究ノート）が上記のヨー
ロッパ言語の場合には日本語で書くものとする。要旨にも該当言語での題目をつけること。

　　 5 ）�欧文で執筆する論文（研究ノート）並びに要旨は必ず然るべきネイティブ・スピーカーの校
閲を経ること。欧文校閲者の名前と身分を必ず表紙に明記すること。なお、日本語が母語で
ないものが日本語の論文（研究ノート）並びに要旨を執筆するさいも、表紙に日本語校閲者
を明記すること。

 3 ．論文の条件
　　 1 ）未発表のものに限る。
　　 2 ）主題は、ドイツ・ヨーロッパに関連するもの。
　　 3 ）使用言語は、日本語、英語、ドイツ語、フランス語とする。
　　 4 ）�論文の長さは、本文、脚注、図表を含めて、日本語の場合、20, 000字以上28, 000字以内、欧

文の場合、6, 000ワード以上8, 000ワード以内とする。特に、上限字数については厳守するこ
と。上限字数を越える原稿は審査の対象外となることがある。また、匿名査読のため、論文
本体および要旨には、執筆者を特定できるような記述はしないこと。

　　 5 ）論文要旨の長さは、邦文については1,600字、欧文については800ワード以内とする。
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 4 ．研究ノートの条件
　　 1 ）未発表のものに限る。
　　 2 ）主題は、ドイツ・ヨーロッパに関連するもの。
　　 3 ）使用言語は、日本語、英語、ドイツ語、フランス語とする。
　　 4 ）�研究ノートの長さは、本文、脚注、図表を含めて、日本語の場合16, 000字以内、欧文の場合

には4, 500ワード以内とする。字数を厳守すること。また、匿名査読のため、研究ノート本
体および要旨には、執筆者を特定できるような記述はしないこと。

　　 5 ）研究ノートの要旨の長さは、邦文については800字、欧文については400ワード以内とする。

 5 ．論文・研究ノートの審査
　　 1 ）�論文等の採否はドイツ・ヨーロッパ研究センターが決定し、審査結果は9月下旬までに連絡

する予定である。
　　 2 ）審査の結果、書き直しを求める場合がある。
　　 3 ）�ドイツ語、英語で執筆された論文、ドイツ研究、ドイツに関連したヨーロッパ研究、ヨー

ロッパ全体にかかわる研究にかんする論文が、掲載にあたって優先される。
　　 4 ）�論文等が採用された場合、10月から12月にかけて校正を行う必要があるので、留意するこ

と。掲載が認められても校正時に連絡が取れない場合、不掲載となることもある。

 6 ．問い合わせ先および原稿送付先
　　東京大学大学院総合文化研究科附属グローバル地域研究機構
　　ドイツ・ヨーロッパ研究センター
　　153-8902

　　東京都目黒区駒場3－8－1　9号館3階313号室
　　tEL/FaX 03-5454-6112

　　E-Mail: journal@desk.c.u-tokyo.ac.jp
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